








要約:周産期(小児)医療の発展にともない、未熟児の救命や慢性疾患児の予後改善をもた

らしている。様々な疾患を抱えたこどもやその親が生活の場である地域にて安心して生活

を送っていけるためには、医療機関のみではなく地域保健機関と協力・連携して家族を援

助していかねばならないと考えられる。


